
(57)【要約】

【課題】共振周波数に対する依存性を緩和し、単一周波

数入力の場合、共振周波数が変動しても共振を維持し、

大きな振動を確保できる振動体を提供する。

【解決手段】ケース１５と、該ケース１５に収納される

コイル１０と、該コイル１０内に挿入される駆動子２０

と、該駆動子２０を弾性的に支持するサスペンションと

を備え、コイル１０に交流電流を供給することにより駆

動子２０をコイル１０の軸心方向に往復運動させて振動

を発生する振動体において、ケース１５は駆動子２０を

囲む枠体４と、コイル１０を固定すると共に枠体４の一

方の開口側を塞ぐ基板１と、枠体４の他方の開口側を塞

ぐプロテクター６とを有し、基板１に衝撃緩衝部材１１

を設けたことを特徴とする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ケ ー ス と 、 該 ケ ー ス に 収 納 さ れ る コ イ ル と 、 該 コ イ ル 内 に 挿 入 さ れ る 駆 動 子 と 、 該 駆 動
子 を 弾 性 的 に 支 持 す る サ ス ペ ン シ ョ ン と を 備 え 、 前 記 コ イ ル に 交 流 電 流 を 供 給 す る こ と に
よ り 前 記 駆 動 子 を 前 記 コ イ ル の 軸 心 方 向 に 往 復 運 動 さ せ て 振 動 を 発 生 す る 振 動 体 に お い て
、
　 前 記 ケ ー ス は 前 記 駆 動 子 を 囲 む 枠 体 と 、 前 記 コ イ ル を 固 定 す る と 共 に 前 記 枠 体 の 一 方 の
開 口 側 を 塞 ぐ 基 板 と 、 前 記 枠 体 の 他 方 の 開 口 側 を 塞 ぐ プ ロ テ ク タ ー と を 有 し 、 前 記 基 板 に
衝 撃 緩 衝 部 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 振 動 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ケ ー ス と 、 該 ケ ー ス に 収 納 さ れ る コ イ ル と 、 該 コ イ ル 内 に 挿 入 さ れ る 駆 動 子 と 、 該 駆 動
子 を 弾 性 的 に 支 持 す る サ ス ペ ン シ ョ ン と を 備 え 、 前 記 コ イ ル に 交 流 電 流 を 供 給 す る こ と に
よ り 前 記 駆 動 子 を 前 記 コ イ ル の 軸 心 方 向 に 往 復 運 動 さ せ て 振 動 を 発 生 す る 振 動 体 に お い て
、
　 前 記 ケ ー ス は 前 記 駆 動 子 を 囲 む 枠 体 と 、 前 記 コ イ ル を 固 定 す る と 共 に 前 記 枠 体 の 一 方 の
開 口 側 を 塞 ぐ 基 板 と 、 前 記 枠 体 の 他 方 の 開 口 側 を 塞 ぐ プ ロ テ ク タ ー と を 有 し 、 前 記 プ ロ テ
ク タ ー に 衝 撃 緩 衝 部 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 振 動 体 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ケ ー ス と 、 該 ケ ー ス に 収 納 さ れ る コ イ ル と 、 該 コ イ ル 内 に 挿 入 さ れ る 駆 動 子 と 、 該 駆 動
子 を 弾 性 的 に 支 持 す る サ ス ペ ン シ ョ ン と を 備 え 、 前 記 コ イ ル に 交 流 電 流 を 供 給 す る こ と に
よ り 前 記 駆 動 子 を 前 記 コ イ ル の 軸 心 方 向 に 往 復 運 動 さ せ て 振 動 を 発 生 す る 振 動 体 に お い て
、
　 前 記 ケ ー ス は 前 記 駆 動 子 を 囲 む 枠 体 と 、 前 記 コ イ ル を 固 定 す る と 共 に 前 記 枠 体 の 一 方 の
開 口 側 を 塞 ぐ 基 板 と 、 前 記 枠 体 の 他 方 の 開 口 側 を 塞 ぐ プ ロ テ ク タ ー と を 有 し 、 前 記 基 板 と
前 記 プ ロ テ ク タ ー と に 衝 撃 緩 衝 部 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 振 動 体 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 基 板 に 設 け る 衝 撃 緩 衝 部 材 は 、 前 記 基 板 の 前 記 駆 動 子 と 対 向 す る 側 に 配 置 さ れ 、 前
記 駆 動 子 の 往 復 運 動 す る 軸 心 方 向 に お け る 前 記 衝 撃 緩 衝 部 材 と 前 記 駆 動 子 と の 間 隔 ａ と 、
前 記 駆 動 子 と 前 記 プ ロ テ ク タ ー と の 間 隔 ｂ と が 次 式 、
ｂ ≧ １ ． ２ × ａ
の 関 係 を 満 た す よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 振 動 体 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 サ ス ペ ン シ ョ ン は 前 記 駆 動 子 の 往 復 運 動 す る 軸 心 方 向 か ら 前 記 駆 動 子 を 挟 む よ う に
対 向 配 設 さ れ る 第 １ の 板 バ ネ と 第 ２ の 板 バ ネ と か ら な り 、 該 第 ２ の 板 バ ネ の 前 記 駆 動 子 と
対 向 す る 側 に 衝 撃 緩 衝 部 材 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 振 動 体 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 駆 動 子 は 円 筒 形 状 を な す 磁 石 と 、 該 磁 石 の 一 方 の 端 面 に 当 接 す る ヨ ー ク と 、 該 磁 石
の 他 方 の 端 面 に 当 接 さ れ る ト ッ プ プ レ ー ト と 、 前 記 ヨ ー ク に 取 り 付 け ら れ て い る 錘 を 備 え
、 該 ト ッ プ プ レ ー ト に 衝 撃 緩 衝 部 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 振 動 体 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ケ ー ス と 、 該 ケ ー ス に 収 納 さ れ る コ イ ル と 、 該 コ イ ル 内 に 挿 入 さ れ る 駆 動 子 と 、 該 駆 動
子 を 弾 性 的 に 支 持 す る サ ス ペ ン シ ョ ン と を 備 え 、 前 記 コ イ ル に 交 流 電 流 を 供 給 す る こ と に
よ り 前 記 駆 動 子 を 前 記 コ イ ル の 軸 心 方 向 に 往 復 運 動 さ せ て 振 動 を 発 生 す る 振 動 体 に お い て
、
　 前 記 駆 動 子 は 円 筒 形 状 を な す 磁 石 と 、 該 磁 石 の 一 方 の 端 面 に 当 接 す る ヨ ー ク と 、 該 磁 石
の 他 方 の 端 面 に 当 接 さ れ る ト ッ プ プ レ ー ト と 、 前 記 ヨ ー ク に 取 り 付 け ら れ て い る 錘 を 有 し
、 前 記 サ ス ペ ン シ ョ ン は 前 記 駆 動 子 の 往 復 運 動 す る 軸 心 方 向 か ら 前 記 駆 動 子 を 挟 む よ う に
対 向 配 設 さ れ る 第 １ の 板 バ ネ と 第 ２ の 板 バ ネ と を 有 し 、 前 記 ト ッ プ プ レ ー ト と 前 記 第 ２ の
板 バ ネ と の う ち 少 な く と も い ず れ か 一 方 に 衝 撃 緩 衝 部 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 振 動 体
。
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【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 駆 動 子 の 錘 に 衝 撃 緩 衝 部 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ７ の い ず
れ か １ 項 に 記 載 の 振 動 体 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 衝 撃 緩 衝 部 材 は マ イ ク ロ セ ル ポ リ マ ー 等 の 発 泡 材 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ か ら 請 求 項 ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 振 動 体 。
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 携 帯 電 話 機 、 腕 時 計 等 の 携 帯 機 器 ま た は 玩 具 等 の 小 型 機 器 に 内 蔵 す る 振 動 体 に
関 し 、 特 に 携 帯 電 話 機 の 着 信 報 知 等 に 用 い ら れ る 振 動 体 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 携 帯 電 話 機 な ど の 携 帯 端 末 装 置 に は 着 信 を 知 ら せ る 手 段 と し て 、 電 話 機 本 体 の 振
動 に よ っ て 報 知 す る た め の 振 動 体 が 内 蔵 さ れ て お り 、 こ の 振 動 体 は 軽 薄 短 小 化 す る こ と が
求 め ら れ て い た 。 そ こ で 出 願 人 は 、 コ ス ト を 上 昇 さ せ る こ と な く 小 型 化 す る こ と が で き 、
且 つ 振 動 の 立 ち 上 が り を 良 く し た 振 動 体 を 提 案 し て い る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ）
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 振 動 体 の な か で 駆 動 子 を 弾 性 的 に 支 持 す る サ ス ペ ン シ ョ ン と し て リ ン グ 状 の
板 バ ネ を 用 い た 例 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 こ の 振 動 体 は コ イ ル １ ０ と 、
コ イ ル １ ０ 内 に 挿 入 さ れ る 駆 動 子 ２ ０ と 、 駆 動 子 ２ ０ を 弾 性 的 に 支 持 す る サ ス ペ ン シ ョ ン
と し て 一 対 の 板 バ ネ ３ 、 ５ と を 備 え て お り 、 コ イ ル １ ０ に 交 流 電 流 を 供 給 す る こ と に よ り
駆 動 子 ２ ０ の 重 量 と 一 対 の 板 バ ネ ３ 、 ５ に よ り 決 定 さ れ る 共 振 周 波 数 近 辺 で 駆 動 子 ２ ０ を
コ イ ル １ ０ の 軸 心 方 向 に 往 復 運 動 さ せ て 振 動 を 発 生 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ６ １ ６ ８ ４ 号 公 報 （ 第 ５ 頁 、 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 従 来 の 振 動 体 は 使 用 さ れ る 部 品 や 製 造 に よ っ て 共 振 周 波 数 に ば ら つ き が 生
じ る 。 こ の た め 単 一 周 波 数 入 力 の 場 合 、 入 力 振 動 周 波 数 が 振 動 体 の 共 振 周 波 数 の 近 傍 に あ
る と き は 振 動 量 も 大 き く な る が 、 共 振 周 波 数 か ら は ず れ る と 急 激 に 振 動 量 が 減 少 す る と い
う 問 題 が あ っ た 。 図 １ １ は 従 来 の 振 動 体 の 周 波 数 と 加 速 度 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
図 １ １ に 示 す よ う に 従 来 の 振 動 体 に お い て は 共 振 周 波 数 領 域 ｔ が 狭 く 周 波 数 依 存 性 が 高 い
。 こ の た め 入 力 振 動 周 波 数 が 共 振 周 波 数 領 域 ｔ を は ず れ る と 急 激 に 振 動 量 が 減 少 す る 。 し
た が っ て 従 来 の バ ネ の 共 振 を 利 用 し た 振 動 体 は 製 品 の 個 々 の ば ら つ き に よ り 同 じ 入 力 周 波
数 で 駆 動 し て も 個 々 の 振 動 に バ ラ ツ キ が 生 じ る こ と が あ っ た 。 こ の よ う に 、 従 来 技 術 に お
け る バ ネ の 共 振 を 利 用 し た 振 動 体 に お い て は 、 振 動 レ ベ ル を 十 分 大 き な も の に す る こ と が
出 来 ず 、 携 帯 電 話 機 等 に 取 り 付 け た 場 合 、 振 動 に よ り 着 信 を 確 実 に 知 ら せ る こ と が 難 し い
と 言 う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 （ 発 明 の 目 的 ）
　 本 発 明 の 目 的 は 上 記 従 来 技 術 に お け る 課 題 を 解 決 し 共 振 周 波 数 に 対 す る 依 存 性 を 緩 和 し
、 単 一 周 波 数 入 力 の 場 合 、 共 振 周 波 数 が 変 動 し て も 共 振 を 維 持 し 、 大 き な 振 動 量 を 確 保 し
、 携 帯 電 話 機 等 の 小 型 携 帯 機 器 に 取 り 付 け た 場 合 、 振 動 に よ り 着 信 を 確 実 に 知 ら せ る こ と
が で き る 振 動 体 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-222794 A 2007.9.6



　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 の 振 動 体 は 、 ケ ー ス と 、 該 ケ ー ス に 収 納 さ れ る コ イ ル
と 、 該 コ イ ル 内 に 挿 入 さ れ る 駆 動 子 と 、 該 駆 動 子 を 弾 性 的 に 支 持 す る サ ス ペ ン シ ョ ン と を
備 え 、 コ イ ル に 交 流 電 流 を 供 給 す る こ と に よ り 駆 動 子 を コ イ ル の 軸 心 方 向 に 往 復 運 動 さ せ
て 振 動 を 発 生 す る 振 動 体 に お い て 、 ケ ー ス は 駆 動 子 を 囲 む 枠 体 と 、 コ イ ル を 固 定 す る と 共
に 枠 体 の 一 方 の 開 口 側 を 塞 ぐ 基 板 と 、 枠 体 の 他 方 の 開 口 側 を 塞 ぐ プ ロ テ ク タ ー と を 有 し 、
基 板 に 衝 撃 緩 衝 部 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 ケ ー ス と 、 該 ケ ー ス に 収 納 さ れ る コ イ ル と 、 該 コ イ ル 内 に 挿 入 さ れ る 駆 動 子 と 、
該 駆 動 子 を 弾 性 的 に 支 持 す る サ ス ペ ン シ ョ ン と を 備 え 、 コ イ ル に 交 流 電 流 を 供 給 す る こ と
に よ り 駆 動 子 を コ イ ル の 軸 心 方 向 に 往 復 運 動 さ せ て 振 動 を 発 生 す る 振 動 体 に お い て 、 ケ ー
ス は 駆 動 子 を 囲 む 枠 体 と 、 コ イ ル を 固 定 す る と 共 に 枠 体 の 一 方 の 開 口 側 を 塞 ぐ 基 板 と 、 枠
体 の 他 方 の 開 口 側 を 塞 ぐ プ ロ テ ク タ ー と を 有 し 、 プ ロ テ ク タ ー に 衝 撃 緩 衝 部 材 を 設 け た こ
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 ケ ー ス と 、 該 ケ ー ス に 収 納 さ れ る コ イ ル と 、 該 コ イ ル 内 に 挿 入 さ れ る 駆 動 子 と 、
該 駆 動 子 を 弾 性 的 に 支 持 す る サ ス ペ ン シ ョ ン と を 備 え 、 コ イ ル に 交 流 電 流 を 供 給 す る こ と
に よ り 駆 動 子 を コ イ ル の 軸 心 方 向 に 往 復 運 動 さ せ て 振 動 を 発 生 す る 振 動 体 に お い て 、 ケ ー
ス は 駆 動 子 を 囲 む 枠 体 と 、 コ イ ル を 固 定 す る と 共 に 枠 体 の 一 方 の 開 口 側 を 塞 ぐ 基 板 と 、 枠
体 の 他 方 の 開 口 側 を 塞 ぐ プ ロ テ ク タ ー と を 有 し 、 基 板 と プ ロ テ ク タ ー と に 衝 撃 緩 衝 部 材 を
設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 基 板 に 設 け る 衝 撃 緩 衝 部 材 は 、 基 板 の 駆 動 子 と 対 向 す る 側 に 配 置 さ れ 、 駆 動 子 の
往 復 運 動 す る 軸 心 方 向 に お け る 衝 撃 緩 衝 部 材 と 駆 動 子 と の 間 隔 ａ と 、 駆 動 子 と プ ロ テ ク タ
ー と の 間 隔 ｂ と が 次 式 、
ｂ ≧ １ ． ２ × ａ
の 関 係 を 満 た す よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 サ ス ペ ン シ ョ ン は 駆 動 子 の 往 復 運 動 す る 軸 心 方 向 か ら 駆 動 子 を 挟 む よ う に 対 向 配
設 さ れ る 第 １ の 板 バ ネ と 第 ２ の 板 バ ネ と か ら な り 、 該 第 ２ の 板 バ ネ の 駆 動 子 と 対 向 す る 側
に 衝 撃 緩 衝 部 材 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 駆 動 子 は 円 筒 形 状 を な す 磁 石 と 、 該 磁 石 の 一 方 の 端 面 に 当 接 す る ヨ ー ク と 、 該 磁
石 の 他 方 の 端 面 に 当 接 さ れ る ト ッ プ プ レ ー ト と 、 ヨ ー ク に 取 り 付 け ら れ て い る 錘 を 備 え 、
該 ト ッ プ プ レ ー ト に 衝 撃 緩 衝 部 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 ケ ー ス と 、 該 ケ ー ス に 収 納 さ れ る コ イ ル と 、 該 コ イ ル 内 に 挿 入 さ れ る 駆 動 子 と 、
該 駆 動 子 を 弾 性 的 に 支 持 す る サ ス ペ ン シ ョ ン と を 備 え 、 コ イ ル に 交 流 電 流 を 供 給 す る こ と
に よ り 駆 動 子 を コ イ ル の 軸 心 方 向 に 往 復 運 動 さ せ て 振 動 を 発 生 す る 振 動 体 に お い て 、 駆 動
子 は 円 筒 形 状 を な す 磁 石 と 、 該 磁 石 の 一 方 の 端 面 に 当 接 す る ヨ ー ク と 、 該 磁 石 の 他 方 の 端
面 に 当 接 さ れ る ト ッ プ プ レ ー ト と 、 ヨ ー ク に 取 り 付 け ら れ て い る 錘 を 有 し 、 サ ス ペ ン シ ョ
ン は 駆 動 子 の 往 復 運 動 す る 軸 心 方 向 か ら 駆 動 子 を 挟 む よ う に 対 向 配 設 さ れ る 第 １ の 板 バ ネ
と 第 ２ の 板 バ ネ と を 有 し 、 ト ッ プ プ レ ー ト と 前 記 第 ２ の 板 バ ネ と の う ち 少 な く と も い ず れ
か 一 方 に 衝 撃 緩 衝 部 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 駆 動 子 の 錘 に 衝 撃 緩 衝 部 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 衝 撃 緩 衝 部 材 は マ イ ク ロ セ ル ポ リ マ ー 等 の 発 泡 材 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 上 の よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 振 動 体 の 駆 動 子 を 収 納 す る ケ ー ス を 構 成 す る 基 板 ま た は
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プ ロ テ ク タ ー の 少 な く と も い ず れ か 一 方 に 衝 撃 緩 衝 部 材 を 設 け る こ と に よ り 、 振 動 体 の 共
振 周 波 数 領 域 を 大 き く す る こ と で 共 振 周 波 数 に 対 す る 依 存 性 を 低 く し 、 単 一 周 波 数 入 力 の
場 合 、 共 振 周 波 数 が 変 動 し て も 共 振 を 維 持 し 大 き な 振 動 を 確 保 す る こ と が で き る 。 こ の 結
果 、 携 帯 電 話 機 等 の 小 型 携 帯 機 器 に 取 り 付 け た 場 合 、 振 動 に よ り 着 信 を 確 実 に 知 ら せ る こ
と が で き る 振 動 体 を 実 現 す る こ と が で き る 。 ま た 、 周 波 数 依 存 性 を 低 く す る こ と に よ っ て
、 歩 留 ま り が 大 幅 に 改 善 さ れ コ ス ト を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ 、 図 ２ は 本 発 明 の 実 施 例 １ に お け る 振 動 体 を 説 明 す る た め の 図 、 図 ３ は 実 施 例 ２ に
お け る 振 動 体 を 説 明 す る た め の 図 、 図 ４ は 実 施 例 ３ に お け る 振 動 体 を 説 明 す る た め の 図 、
図 ５ は 実 施 例 ４ に お け る 振 動 体 を 説 明 す る た め の 図 、 図 ６ 、 図 ７ 、 図 ８ は 実 施 例 ５ に お け
る 振 動 体 を 説 明 す る た め の 図 、 ま た 、 図 ９ は 実 施 例 ６ に お け る 振 動 体 を 説 明 す る た め の 図
で あ る 。 な お 、 各 実 施 例 に お い て 同 様 な 構 成 要 素 に つ い て は 、 同 一 番 号 を 付 与 し 説 明 は 省
略 す る 。 以 下 、 本 発 明 の 振 動 体 の 具 体 的 実 施 例 に つ い て 図 １ か ら 図 ９ を 用 い て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 １ に お け る 振 動 体 を 示 す 図 で 、 図 １ （ ａ ） は 斜 視 図 、 図 １ （ ｂ ）
は 、 図 １ （ ａ ） に お け る Ａ － Ａ 断 面 図 、 図 ２ は 、 実 施 例 １ に お け る 振 動 体 の 周 波 数 と 加 速
度 の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 実 施 例 １ に お け る 振 動 体 は 、 円 筒 形 状
の コ イ ル １ ０ と 、 コ イ ル １ ０ 内 に 挿 入 さ れ る 駆 動 子 ２ ０ と 、 駆 動 子 ２ ０ を 弾 性 的 に 支 持 す
る サ ス ペ ン シ ョ ン と し て の 第 １ の 板 バ ネ ３ と 第 ２ の 板 バ ネ ５ と を 備 え 、 コ イ ル １ ０ に 交 流
電 流 を 供 給 す る こ と に よ り 駆 動 子 ２ ０ を コ イ ル １ ０ の 軸 心 方 向 に 往 復 運 動 さ せ て 振 動 を 発
生 さ せ る も の で あ る 。 駆 動 子 ２ ０ は 円 筒 形 状 の 磁 石 ８ と 、 磁 石 ８ の 一 方 の 端 面 に 当 接 す る
ヨ ー ク ９ と 、 磁 石 ８ の 他 方 の 端 面 に 当 接 さ れ る ト ッ プ プ レ ー ト ２ と を 備 え て お り 、 さ ら に
ヨ ー ク ９ に は 錘 ７ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 コ イ ル １ ０ と 、 駆 動 子 ２ ０ と 、 第 １ 、 第 ２ の 板 バ ネ ３ 、 ５ と は 、 ケ ー ス １ ５ に 納
め ら れ て お り 、 ケ ー ス １ ５ は 駆 動 子 ２ ０ を 囲 む 枠 体 ４ と 、 コ イ ル １ ０ を 固 定 す る と 共 に 枠
体 ４ の 一 方 の 開 口 側 を 塞 ぐ 基 板 １ と 、 枠 体 ４ の 他 方 の 開 口 側 を 塞 ぐ プ ロ テ ク タ ー ６ と を 備
え て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 基 板 １ の 駆 動 子 ２ ０ と 対 向 す る 側 の 表 面 １ ａ に マ イ ク ロ セ ル ポ リ マ ー の 発 泡 材 か ら
な る 衝 撃 緩 衝 部 材 １ １ を 配 置 す る 。 本 実 施 例 に お い て は 、 マ イ ク ロ セ ル ポ リ マ ー の 発 泡 材
と し て 市 販 さ れ て い る ポ ロ ン （ 商 品 名 ） を 使 用 し た 。 衝 撃 緩 衝 部 材 １ １ と し て は 、 こ の 他
に ポ リ ウ レ タ ン フ ォ ー ム 、 ポ リ エ チ レ ン フ ォ ー ム 等 の 発 泡 剤 を 用 い る こ と が 出 来 る が 、 実
験 の 結 果 、 マ イ ク ロ セ ル ポ リ マ ー の 発 泡 材 と し て 市 販 さ れ て い る ポ ロ ン （ 商 品 名 ） を 用 い
た 場 合 が 最 も 良 い 効 果 が 得 ら れ 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 衝 撃 緩 衝 部 材 １ １ は 接 着 剤 ま た は 粘 着 テ ー プ 等 で 固 定 さ れ て い る 。 こ の 衝 撃 緩 衝 部
材 １ １ を 配 置 す る こ と に よ っ て 振 動 体 の 共 振 周 波 数 に 対 す る 依 存 性 が 低 く な り 、 単 一 周 波
数 入 力 の 場 合 、 振 動 体 の 共 振 周 波 数 が 変 動 し て も 共 振 を 維 持 し 大 き な 振 動 を 確 保 す る こ と
が で き る 。 図 ２ は 本 実 施 形 態 の 振 動 体 の 周 波 数 と 加 速 度 と の 関 係 を 表 わ し た グ ラ フ で あ る
。 図 ２ に 示 す 様 に 本 実 施 形 態 の 振 動 体 に お け る 振 動 は 共 振 周 波 数 領 域 ｓ が 大 き く な っ て お
り 、 周 波 数 が 変 化 し て も 変 動 が 小 さ く な り 共 振 を 維 持 し 安 定 し た 振 動 動 作 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 さ ら に 、 駆 動 子 ２ ０ の 往 復 運 動 す る 軸 心 方 向 に お け る 駆 動 子 ２ ０ の 錘 ７ と プ ロ テ ク タ ー
６ と の 間 隔 ｂ の 値 を 衝 撃 緩 衝 部 材 １ １ と 駆 動 子 ２ ０ の ト ッ プ プ レ ー ト ２ と の 間 隔 ａ の 値 の
１ ． ２ 倍 よ り 大 き い 値 に 設 定 し 、 振 動 系 を 片 側 に 寄 せ て 、 そ の 反 対 側 に 衝 撃 緩 衝 剤 １ １ 配
置 す る こ と に よ り 過 大 入 力 に よ る ノ イ ズ の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ は 実 施 例 ２ に お け る 振 動 体 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 図 ３ に 示 す よ う に 実 施 例 ２ に お け
る 振 動 体 は 、 前 述 の マ イ ク ロ セ ル ポ リ マ ー の 発 泡 材 で あ る ポ ロ ン か ら な る 衝 撃 緩 衝 部 材 １
２ を プ ロ テ ク タ ー ６ の 内 側 表 面 ６ ａ の 駆 動 子 ２ ０ に 対 応 す る 位 置 に 配 置 し た 例 で あ る 。 本
実 施 例 の 振 動 体 に よ れ ば 振 動 体 に お け る 振 動 の 共 振 周 波 数 領 域 ｓ を 大 き く し 共 振 周 波 数 に
対 す る 依 存 性 を 低 く す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 前 述 の 実 施 例 １ と 同 様 に 、 単 一 周 波
数 入 力 の 場 合 、 振 動 体 の 共 振 周 波 数 が 変 動 し て も 共 振 を 維 持 し 大 き い 振 動 で 安 定 し た 振 動
を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ４ は 実 施 例 ３ に お け る 振 動 体 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 図 ４ に 示 す よ う に 実 施 例 ３ に お け
る 振 動 体 は 、 基 板 １ の 駆 動 子 ２ ０ と 対 向 す る 側 の 表 面 １ ａ に マ イ ク ロ セ ル ポ リ マ ー の 発 泡
材 で あ る ポ ロ ン か ら な る 衝 撃 緩 衝 部 材 １ １ を 配 置 す る と 共 に プ ロ テ ク タ ー ６ の 内 側 表 面 ６
ａ の 駆 動 子 ２ ０ に 対 応 す る 位 置 に マ イ ク ロ セ ル ポ リ マ ー の 発 泡 材 で あ る ポ ロ ン か ら な る 衝
撃 緩 衝 部 材 １ ２ を 配 置 し た 例 で あ る 。 本 実 施 例 の 振 動 体 に よ れ ば 、 実 施 例 １ の 振 動 体 と 同
様 に 共 振 周 波 数 に 対 す る 依 存 性 を 低 く す る と 共 に 過 大 入 力 に よ る ノ イ ズ の 発 生 を 防 止 す る
こ と が で き る 。 但 し 、 実 施 例 １ の 振 動 体 の 方 が 衝 撃 緩 衝 部 材 を 一 カ 所 に 配 置 す る だ け で 良
い た め 好 ま し い 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ５ は 実 施 例 ４ に お け る 振 動 体 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 図 ５ に 示 す よ う に 実 施 例 ４ に お け
る 振 動 体 は 、 ト ッ プ プ レ ー ト ２ に お け る 基 板 １ と 対 向 す る 側 に マ イ ク ロ セ ル ポ リ マ ー の 発
泡 材 で あ る ポ ロ ン か ら な る 衝 撃 緩 衝 部 材 １ ３ を 配 置 し 、 プ ロ テ ク タ ー ６ の 内 側 表 面 ６ ａ の
駆 動 子 ２ ０ に 対 応 す る 位 置 に ポ ロ ン か ら な る 衝 撃 緩 衝 部 材 １ ２ を 配 置 す る と 共 に ヨ ー ク ９
に 取 り 付 け ら れ て い る 錘 ７ に ポ ロ ン か ら な る リ ン グ 状 の 衝 撃 緩 衝 部 材 １ ６ 、 １ ７ を 配 置 し
た 例 で あ る 。 錘 ７ に 配 置 さ れ る 衝 撃 緩 衝 部 材 １ ６ は 、 錘 ７ の 外 周 で 基 板 １ 側 の 上 面 ７ ａ に
設 け る 錘 段 部 ７ ｃ に 配 置 さ れ 、 そ の 高 さ は 錘 ７ の 上 面 ７ ａ と 略 等 し く な る 大 き さ で あ る 。
ま た 、 衝 撃 緩 衝 部 材 １ ７ は 、 プ ロ テ ク タ ー ６ と 対 向 す る 錘 ７ の 下 面 ７ ｂ に 配 置 さ れ 、 衝 撃
緩 衝 部 材 １ ７ の 内 径 は 第 ２ の 板 バ ネ ５ と 干 渉 し な い 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 実 施 例 の 振 動 体 に お い て も 、 実 施 例 ３ の 振 動 体 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 ま
た 、 ト ッ プ プ レ ー ト ２ 、 又 は 錘 ７ に の み 衝 撃 緩 衝 部 材 を 配 置 し て も 効 果 を 得 ら れ る が 、 ト
ッ プ プ レ ー ト ２ 、 プ ロ テ ク タ ー ６ 及 び 錘 ７ に 衝 撃 緩 衝 部 材 を 配 置 し た 方 が よ り 大 き な 効 果
が 得 ら れ る た め 好 ま し い 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ６ は 実 施 例 ５ に お け る 振 動 体 を 示 す 断 面 図 、 図 ７ は サ ス ペ ン シ ョ ン と し て の 第 １ の 板
バ ネ を 示 し 、 図 ７ （ ａ ） は 平 面 図 、 図 ７ （ ｂ ） は 、 図 ７ （ ａ ） に お け る Ａ － Ａ 断 面 図 で あ
る 。 ま た 、 図 ８ は サ ス ペ ン シ ョ ン と し て の 第 ２ の 板 バ ネ を 示 し 、 図 ８ （ ａ ） は 平 面 図 、 図
８ （ ｂ ） は 、 図 ８ （ ａ ） に お け る Ｂ － Ｂ 断 面 図 で あ る 。 図 ６ に 示 す よ う に 実 施 例 ５ に お け
る 振 動 体 は 、 サ ス ペ ン シ ョ ン で あ る 第 １ 、 第 ２ の 板 バ ネ ３ 、 ５ の う ち 、 第 ２ の 板 バ ネ ５ に
マ イ ク ロ セ ル ポ リ マ ー の 発 泡 材 で あ る ポ ロ ン か ら な る 衝 撃 緩 衝 部 材 １ ４ を 配 置 し 、 基 板 １
の 表 面 １ ａ に ポ ロ ン か ら な る 衝 撃 緩 衝 部 材 １ １ を 配 置 す る と 共 に ヨ ー ク ９ に 取 り 付 け ら れ
て い る 錘 ７ に ポ ロ ン か ら な る 衝 撃 緩 衝 部 材 １ ６ 、 １ ７ を 配 置 し た 例 で あ る 。 尚 、 衝 撃 緩 衝
部 材 １ １ の 配 置 に つ い て は 実 施 例 ３ と 同 様 で あ る た め 説 明 を 省 略 す る 。 ま た 、 衝 撃 緩 衝 部
材 １ ６ 、 １ ７ の 配 置 に つ い て も 実 施 例 ４ と 同 様 で あ る た め 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に サ ス ペ ン シ ョ ン と し て の 第 １ 、 第 ２ の 板 バ ネ に つ い て 、 図 ６ 、 ７ 、 ８ に 基 づ い て 説
明 す る 。 図 ７ に 示 す よ う に 第 １ の 板 バ ネ ３ は リ ン グ 状 の 内 周 部 ２ １ と 外 周 部 ２ ２ と 、 内 周
部 ２ １ か ら 外 周 部 ２ ２ に 向 か っ て 渦 巻 き 状 に 伸 び る 腕 部 ２ ３ と を 備 え て お り 、 図 ８ に 示 す
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よ う に 第 ２ の 板 バ ネ ５ も 同 様 に リ ン グ 状 の 内 周 部 ２ ５ と 外 周 部 ２ ６ と 、 内 周 部 ２ ５ か ら 外
周 部 ２ ６ に 向 か っ て 渦 巻 き 状 に 伸 び る 腕 部 ２ ７ と を 備 え て い る 。 ま た 、 第 １ 、 第 ２ の 板 バ
ネ ３ 、 ５ の そ れ ぞ れ の 内 周 部 ２ １ 、 ２ ５ が 駆 動 子 ２ ０ の 往 復 運 動 す る 軸 心 方 向 か ら 駆 動 子
２ ０ を 挟 む よ う に 対 向 配 設 さ れ て い る 。 第 １ の 板 バ ネ ３ の 内 周 部 ２ １ は ヨ ー ク ９ の 一 端 に
当 接 し 、 外 周 部 ２ ２ は 枠 体 ４ に 固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 第 ２ の 板 バ ネ ５ の 内 周 部 は ヨ ー ク
９ の 他 端 に 当 接 し 、 外 周 部 ２ ７ は プ ロ テ ク タ ー ６ に 固 定 さ れ て い る 。 さ ら に 内 周 部 ２ ５ の
周 囲 に は 段 部 ２ ５ ａ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 こ の 第 ２ の 板 バ ネ ５ に 設 け る 衝 撃 緩 衝 部 材 １ ４ は 、 そ の 一 端 が 第 ２ の 板 バ ネ ５ の
駆 動 子 ２ ０ と 対 向 す る 側 、 即 ち 第 ２ の 板 バ ネ ５ の 内 周 部 ２ ５ に お け る ヨ ー ク ９ に 対 応 す る
位 置 で プ ロ テ ク タ ー ６ と 対 向 す る 表 面 ２ ５ ｂ に 当 接 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 衝
撃 緩 衝 部 材 １ ４ の 他 端 １ ４ ａ は 、 第 ２ の 板 バ ネ ５ の 段 部 ２ ５ ａ を 越 え る 位 置 ま で 延 長 さ れ
て い る 。 本 実 施 例 の 振 動 体 に お い て も 、 実 施 例 ３ の 振 動 体 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き
る 。 ま た 、 第 ２ の 板 バ ネ ５ に の み 衝 撃 緩 衝 部 材 を 配 置 し て も 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る が 、 第
２ の 板 バ ネ ５ 、 基 板 １ 及 び 錘 ７ に 衝 撃 緩 衝 部 材 を 配 置 し た 方 が よ り 大 き な 効 果 が 得 ら れ る
た め 好 ま し い 。
【 実 施 例 ６ 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ９ は 実 施 例 ６ に お け る 振 動 体 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 図 ９ に 示 す よ う に 実 施 例 ６ に お け
る 振 動 体 は 、 ト ッ プ プ レ ー ト ２ に 衝 撃 緩 衝 部 材 １ ３ を 配 置 し 、 第 ２ の 板 バ ネ ５ に 衝 撃 緩 衝
部 材 １ ４ を 配 置 し 、 錘 ７ に 衝 撃 緩 衝 部 材 １ ６ 、 １ ７ を 配 置 し た 例 で あ る 。 な お 、 衝 撃 緩 衝
部 材 １ ３ 及 び 衝 撃 緩 衝 部 材 １ ６ 、 １ ７ の 配 置 は 実 施 例 ４ と 同 様 で あ り 、 衝 撃 緩 衝 部 材 １ ４
の 配 置 は 実 施 例 ５ と 同 様 で あ る た め 説 明 は 省 略 す る 。 本 実 施 例 の 振 動 体 に お い て も 、 実 施
例 ３ の 振 動 体 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 実 施 例 ４ か ら 実 施 例 ６ に 記 載 し た よ う に 、 衝 撃 緩 衝 部 材 を 配 置 す る 場 所 を 増 や せ
ば 、 さ ら に 効 果 を 大 き く す る こ と が 可 能 で あ る が 経 済 性 を 併 せ て 考 慮 し 、 衝 撃 緩 衝 部 材 を
配 置 す る 場 所 を 適 宜 選 定 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 の よ う に 本 実 施 形 態 の 振 動 体 は 、 振 動 体 の 共 振 周 波 数 領 域 を 大 き く す る こ と で 共 振
周 波 数 に 対 す る 依 存 性 を 低 く し 、 単 一 周 波 数 入 力 の 場 合 、 共 振 周 波 数 が 変 動 し て も 共 振 を
維 持 し 大 き な 振 動 を 確 保 す る こ と が で き る 。 ま た 、 過 大 入 力 に よ る ノ イ ズ 発 生 を 防 止 す る
こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 共 振 発 生 の 動 作 が 確 実 と な り 安 定 し た 振 動 動 作 を 得 る こ と が で
き る 。 ま た 、 周 波 数 依 存 性 を 低 く す る こ と に よ っ て 、 歩 留 ま り が 大 幅 に 改 善 さ れ 、 コ ス ト
を 軽 減 す る こ と が で き た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に お け る 振 動 体 を 示 す 図 で 、 図 １ （ ａ ） は 斜 視 図 、 図 １ （ ｂ ）
は 、 図 １ （ ａ ） に お け る Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ の 振 動 体 に お け る 周 波 数 と 加 速 度 の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ に お け る 振 動 体 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 ３ に お け る 振 動 体 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 ４ に お け る 振 動 体 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 ５ に お け る 振 動 体 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 第 １ の 板 バ ネ を 示 す 図 で 、 図 ７ （ ａ ） は 平 面 図 、 図 ７
（ ｂ ） は 、 図 ７ （ ａ ） に お け る Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 第 ２ の 板 バ ネ を 示 す 図 で 、 図 ８ （ ａ ） は 平 面 図 、 図 ８
（ ｂ ） は 、 図 ８ （ ａ ） に お け る Ｂ － Ｂ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 例 ６ に お け る 振 動 体 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 技 術 に お け る 振 動 体 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
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【 図 １ １ 】 従 来 技 術 の 振 動 体 に お け る 周 波 数 と 加 速 度 の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
１ 　 　 基 板
１ ａ 　 基 板 の 表 面
２ 　 　 ト ッ プ プ レ ー ト
３ 　 　 第 １ の 板 バ ネ
４ 　 　 枠 体
５ 　 　 第 ２ の 板 バ ネ
６ 　 　 プ ロ テ ク タ ー
６ ａ 　 プ ロ テ ク タ ー の 内 側 表 面
７ 　 　 錘
７ ａ 　 錘 の 上 面
７ ｂ 　 錘 の 下 面
７ ｃ 　 錘 上 面 の 段 部
８ 　 　 磁 石
９ 　 　 ヨ ー ク
１ ０ 　 コ イ ル
１ １ 、 １ ２ 、 １ ３ 、 １ ４ 　 衝 撃 緩 衝 部 材
１ ４ ａ 　 衝 撃 緩 衝 部 材 の 他 端
１ ５ 　 ケ ー ス
１ ６ 、 １ ７ 　 衝 撃 緩 衝 部 材
２ ０ 　 駆 動 子
２ １ 　 　 第 １ の 板 バ ネ の 内 周 部
２ ２ 　 　 第 １ の 板 バ ネ の 外 周 部
２ ３ 　 　 第 １ の 板 バ ネ の 腕 部
２ ５ 　 　 第 ２ の 板 バ ネ の 内 周 部
２ ５ ａ 　 第 ２ の 板 バ ネ の 内 周 部 の 段 部
２ ５ ｂ 　 第 ２ の 板 バ ネ の 内 周 部 の 表 面
２ ６ 　 　 第 ２ の 板 バ ネ の 外 周 部
２ ７ 　 　 第 ２ の 板 バ ネ の 腕 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

(9) JP 2007-222794 A 2007.9.6



【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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